

　
令和　　年　　月　　日

 中部近畿産業保安監督部長　殿


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住　所　〇〇県〇〇市〇〇町〇〇番地
[bookmark: _GoBack]氏　名　〇〇株式会社　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役　〇〇　〇〇　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（法人番号：　　　　　　　　　　　　　　）

　事業用電気工作物を設置する者の地位を承継したので、電気事業法第５５条の２第２項の規定により次のとおり届け出ます。

	被承継者の氏名又は
名称及び住所
	△△株式会社
　　代表取締役　△△△△
〇〇県〇〇市〇〇町〇〇番地

	承継の原因
	令和〇年〇月〇日付けで「〇〇株式会社」が「△△株式会社」を吸収合併したため。
（同時に名称変更がある場合はその旨）

	承継に係る事業用電気工

作物を設置する事業場の

名称及び所在地
	別紙のとおり




承継に係る事業用電気工作物を設置する事業場の名称及び所在地
	
	
	



	
	
	
	発電所の有無
	公害防止関係法対象の有無
	工事中の電気工作物の有無
	使用中のＰＣＢ電気機器の有無

	
△△株式会社　
□□工場

	
〇〇株式会社
□□工場
	
〇〇県〇〇市〇〇町〇〇番地
	
あり（火力、〇〇発電所）
	大気
騒音
振動
	
無し
	
あり（〇個）

	


	
	
	

	
	
	

	


	
	
	

	
	
	



【対象設備概要】
・大気汚染防止法
	設備名：第〇号ガスタービン（〇〇発電所）
　燃料使用量　〇〇kl/h　機関出力〇〇kW　電気出力〇〇kW

	設備名：第〇号ディーゼル機関（非常用予備発電装置）
　燃料使用量　〇〇kl/h　機関出力〇〇kW　電気出力〇〇kW


・騒音規制法	
	種類：送風機（〇〇用）
　容量及び台数：　〇〇kW×〇台、〇〇kW×〇台


・振動規制法
	種類：圧縮機（ガス圧縮機）
　容量及び台数：　〇〇kW×〇台、〇〇kW×〇台


・「発電所の有無」の欄は、発電所がある場合には「あり」とし、括弧書きで、発電所の種類（火力、水力等）及び発電所名を記載する。

・「公害防止関係法対象の有無」の欄は、対象となる法律がある場合は
1 対象となる公害防止関係法律名を記載する（大気…大気汚染防止法、騒音…騒音規制法、振動…振動規制法、　　　　　　　　水質…水質汚濁防止法、ダイオキシン…ダイオキシン類対策特別措置法）
2 対象設備概要欄に、設備名称（新設等の際に届け出た際に記載している設備名）、法律対象となる要件（大気汚染防止法であれば燃料使用量（重油換算）（kl/h）、騒音規制法、振動規制法であれば出力（kW）、等）、その他設備仕様等を記載すること（前頁の記載例参照）。

・「工事中の電気工作物の有無」の欄は、使用開始前の電気工作物に係る工事計画の認可を申請しているもの、工事計画認可申請書の交付を受けたもの又は工事計画を届け出たものがある場合には、「あり」と記載し、別途、当該工事の概要がわかるものを添付すること。

・「使用中のPCB機器の有無」の欄は、使用中のPCB機器がある場合には「あり」とし、括弧書きで総個数（〇個）を記載する。
